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光緖 2 (1876) 年 12+ 2日，黃君祥は福円撫に上した。撫は，臺灣に事案を
下げ渡して淡水廳に裁を催促することを命じた。その指示が光緖 3 (1877) 年 1+ 18
日に臺灣に屆き，2+ 21日に淡水廳に屆いた8)。しかし，裁は依然として滯ってい
た9)。
光緖 4 (1878) 年 5+〜8+，黃君祥は繰りCし臺北府に訴えた10)。知府の林E泉と後
任の陳星聚は，しばしば黃阿愛らを呼び出すことを命じた11)。F光緖 5 (1879) 年 2+，
4 ) 『淡怨檔案』22302. 1「黃君祥爲10橫僥H限欺呑懇准嚴拘訊斷分管事)」(吳密察I『淡
怨檔案』第 18册，287〜288頁) を參照。
5 ) 『淡怨檔案』22302. 3「淡水分府陳爲特飭吊契傳訊察斷事」(吳密察上揭書第 18 册，
288〜289 頁) を參照。
6 ) 『淡怨檔案』22302. 4「淡水分府陳爲移L勘丈報升事」(吳密察上揭書第 18册，289 頁) を
參照。
7 ) 『淡怨檔案』22302. 5「黃君祥爲偵益橫懇M比差拘訊斷分事」(吳密察上揭書第 18 册，
290〜291 頁)，『淡怨檔案』22302. 6「黃君祥爲憲批嚴切差承不辦乞M添差嚴拘斷分老孱O
賴事」(同上，291 頁)，『淡怨檔案』22302. 7「淡水分府陳爲飭催吊契P傳訊斷事」(同上，
292 頁)，『淡怨檔案』22302. 8「淡水分府陳爲移催彙勘丈報升事」(同上，292〜293 頁)，
『淡怨檔案』22302. 9「淡水分府陳爲飭催吊契傳訊事」(同上，293〜294 頁)，『淡怨檔案』
22302. 10「淡水分府陳爲移催彙勘丈報升事」(同上，294〜295 頁)，『淡怨檔案』22302. 11
「淡水分府陳爲改催吊契傳訊事」(同上，295〜296 頁)，『淡怨檔案』22302. 12「一皂頭役湯
才稟爲R仰査吊契堅抗據S先行稟竝恩諭添察奪事」(同上，296〜297 頁)，『淡怨檔案』




8 ) 『淡怨檔案』22302. 18「稟 (黃君祥爲黃阿愛等不R合0將銀租田產霸呑稟L福円撫丁日昌
究辦)」(吳密察上揭書第 18册，301〜302 頁) を參照。
9 ) 同年 6+，書Xは召喚狀の下書きをいったん提出したが，同知に卻下された。『淡怨檔案』
22302. 19「淡水分府陳爲改催拘訊究辧事。［批］不行。六+十二 (後略)」(吳密察上揭書第
18册，302〜303 頁) を參照。
10) 『淡怨檔案』22302. 20「黃君祥爲勢炎益烈銀呑業霸乞恩勒差拘訊究斷事」(光緖 4年 5+ 3
日。吳密察上揭書第 18册，303〜304 頁)，『淡怨檔案』22302. 25「黃君祥爲欺老霸幼藐法
抗訊任吿莫何乞恩比差拘訊究斷事」(光緖 4年 8+ 28 日。同上，307〜308頁) を參照。
↗
11) 『淡怨檔案』22302. 24「臺北府正堂林爲改催拘訊究辦事」(吳密察上揭書第 18册，306〜307
頁)，『淡怨檔案』22302. 26「臺北府正堂陳爲勒催集訊事」(同上，308〜309 頁)，『淡怨檔











案』22302. 27「臺北府正堂陳爲勒催集訊事」(同上，309 頁) を參照。
↘

















14) 『淡怨檔案』22302. 31「R依結狀 (黃君祥爲伊具吿黃阿愛10橫僥一案斷令仍照合0自光緖
五年爲始將黃阿愛埔地作三份均分黃阿愛得二伊得一願甘R斷)」(吳密察上揭書第 18册，
311〜312 頁) を參照。




憲德事」(吳密察上揭書第 18 册，312〜313 頁)，また『淡怨檔案』22302. 36「［副狀］(黃
君祥爲黃斯傳抗不R斷希圖仍霸^L臺北府知府陳星聚究辧」(同上，314 頁) を參照。
17) 『淡怨檔案』22302. 35「單 (黃斯傳)」(吳密察上揭書第 18册，313 頁) を參照。
18) 『淡怨檔案』22302. 38「貢生黃廷珍爲得隴i蜀不訴不事」(吳密察上揭書第 18 册，
314〜315頁) を參照
19) 『淡怨檔案』22302. 40「黃君祥爲聽棍謀捏詞混訴乞憲察轍底嚴究以儆藐法事」(吳密察
上揭書第 18册，316 頁) を參照。
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光緖 8 (1882) 年 10+ 23日，怨竹縣に-む周許氏は，息子の周春草を代理人 (「n吿」)




12+ 8 日，被吿の周其昌 (衣名：周五娘。周冬福の 4番目の弟) は，訴狀と證據 (家產分割
の契0書や周許氏に 550 元を荏拂った領收書) を怨竹縣に提出した27)。12+ 14日，周國香
(周冬福の 2番目の弟である周玉行の息子) は怨竹縣に訴狀を出し，「周春草は自家の財產をす
べてrい，こうして惡事を企んでいる。s手に北右營28)に家產分割をめぐって訴えた」
20) 『淡怨檔案』22302. 41「黃君祥爲聽棍謀藐斷復霸乞憲核案拘究辦事」(吳密察上揭書第 18
册，316〜317 頁) を參照。
21) 『淡怨檔案』22302. 42「怨竹縣正堂劉爲飭傳訊事」(吳密察上揭書第 18册，317〜318頁)
を參照。
22) 『淡怨檔案』22302. 43「頭份街莊總理謝煥光舖戶萬順號莊耆張金順u族黃載立等爲沐v勸息
乞准銷案以息訟斷而沾憲德事」(吳密察上揭書第 18册，318〜319 頁) を參照。





第 23 册，115 頁)，『淡怨檔案』22609. 2「周許氏爲恨x刁乞准飭拘訊究事」(同上，
115〜116 頁) を參照。
25) 『淡怨檔案』22609. 3「周許氏爲R批査^催電奪事」(吳密察上揭書第 23 册，116〜117
頁) を參照。
26) 『淡怨檔案』22609. 4「怨竹縣正堂徐爲飭傳訊斷事」(吳密察上揭書第 23 册，117〜118頁)
を參照。
27) 『淡怨檔案』22609. 5「監生周其昌爲背0z貪叠索無厭乞恩嚴提訊究律辦事 (中略) 詎兄螟子




↗28) 竹塹に)在する臺灣北路協右營であろう。揭『重修臺灣省"志』卷 5，21〜23 頁，また
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と訴えた29)。








+ 10日，知縣は當事者と證人を審問し，「周其昌らは再び 100元を出せ。そのうち 80元
を周許氏に拂え。20元を志書院39)に拂え」と言い渡した40)。その後，當事者も證人も
『淡怨檔案』22609. 23「［口供］(周許氏等六人之口供) (中略) 據陳~甫供：年四十三歲，
原籍南安縣，-北門口。同治十三年閒，周許氏同子周春草赴北右營黃協臺吿周五娘兄




(吳密察上揭書第 23 册，121〜122 頁) を參照。
30) 『淡怨檔案』22609. 9「周許氏爲霸呑疊露催乞M斷事」(吳密察上揭書第 23 册，122〜123
頁) を參照。
31) 『淡怨檔案』22609. 10「怨竹縣正堂徐爲催傳訊斷事」(吳密察上揭書第 23 册，123 頁) を參照。
32) 『淡怨檔案』22609. 11「監生周其昌爲不憑字據混無休乞恩傳齊人證提訊嚴究事」(吳密察
上揭書第 23 册，124〜125頁) を參照。
33) 『淡怨檔案』22609. 12「站堂役倪稟爲R傳到案稟訊事」(吳密察上揭書第 23 册，125頁)
を參照。
34) 『淡怨檔案』22609. 13「監生周其昌爲不事生業1背先乞恩電察嚴提訊究事」(吳密察上揭
書第 23 册，125〜126 頁) を參照。
35) 『淡怨檔案』22609. 14「周許氏爲忘恩義捏抵霸呑乞恩核訊以分涇渭事」(吳密察上揭書第




23 册，128〜129 頁)，『淡怨檔案』22609. 18「［口供］(周許氏等四人之口供)」(同上，
129〜130 頁) を參照。
37) 『淡怨檔案』22609. 19「［單］(怨竹縣知縣徐錫祉單仰原差倪立傳公親陳~甫等人到案以憑
提同兩}訊定斷)」(吳密察上揭書第 23 册，130 頁) を參照。
38) 『淡怨檔案』22609. 20「周許氏爲事O虛實理O定違乞提核察以分黑白事」(吳密察上揭書第
23 册，130〜131 頁) を參照。
39) 怨竹縣に設けられた學校である。雲・曾辰『怨竹縣志初稿』卷 3「志書院」(93
頁) を參照。













うして 9+ 18 日，臺北府は，府に上した周春草を縣に護した。10+ 19日，知縣は
周春草を審問した49)。一方，周許氏は臺灣に上した50)。











42) 『淡怨檔案』22609. 30「［領銀狀］(周許氏具狀領得佛銀八十元)」(吳密察上揭書第 23 册，
136〜137 頁) を參照。
43) 『淡怨檔案』22609. 32「周許氏爲霸呑屈斷S慘難堪不已乞提訊究非敢圖事」(吳密察上揭書
第 23 册，137〜138頁) を參照。
44) 『淡怨檔案』22609. 33「周許氏爲不憑鬮例難准斷吁憲恩准拘集斷事」(吳密察上揭書第
23 册，138〜139 頁) を參照。
45) 『淡怨檔案』22609. 34「周許氏爲1例立鬮欺死瞞生乞拘集公斷事」(吳密察上揭書第 23 册，
139〜141 頁) を參照。
46) 『淡怨檔案』22609. 35「怨竹縣爲詳L立案事」(吳密察上揭書第 23 册，141〜142 頁) を參
照。
47) 『淡怨檔案』22609. 37「臺北府正堂陳爲錄批行知事」(吳密察上揭書第 23 册，143 頁) を參
照。
48) 『淡怨檔案』22609. 38「臺北府正堂陳爲札飭事」(吳密察上揭書第 23 册，143〜145頁) を
參照。
49) 『淡怨檔案』22609. 40「［提訊名單］(周春草一名)」(吳密察上揭書第 23 册，145頁)，また
『淡怨檔案』22609. 41「［口供］周春草之口供」(同上，145〜146 頁) を參照。
50) 揭『淡怨檔案』22609. 42「^ (周許氏爲周玉樹等圖謀久霸抗不分析布賂門丁案致r
後任怨竹縣憲屈斷^L福円分臺澎兵備劉璈恩准提案集訊斷分家產事)」を參照。





12+ 3日，周許氏は再び怨竹縣に訴えた。怨任の知縣 (朱承烈) は差役に呼び出しを









核奪)」(吳密察上揭書第 23 册，147 頁) を參照。
52) 『淡怨檔案』22609. 44「怨竹縣正堂周爲特飭傳訊事」(吳密察上揭書第 23 册，147〜148頁)
を參照。
53) 『淡怨檔案』22609. 45「監生周其昌爲疊疊a掩案瞞准乞恩嚴提究訟以儆刁頑以正律法事」
(吳密察上揭書第 23 册，148〜149 頁) を參照。
54) 『淡怨檔案』22609. 46「站堂役倪稟爲R飭傳到稟訊事」(吳密察上揭書第 23 册，149 頁)
を參照。
55) 『淡怨檔案』22609. 47「周許氏爲慘S已極無分奚甘乞M集訊斷分以息冤慘事」(吳密察上揭
書第 23 册，149〜150 頁) を參照。
56) 『淡怨檔案』22609. 48「怨竹縣正堂朱爲飭催傳訊事」(吳密察上揭書第 23 册，150〜151 頁)
を參照。
57) 『淡怨檔案』22609. 49「監生周其昌爲x刁聽棍藐斷欺官乞恩嚴提究訟事」(吳密察上揭書第
23 册，151〜152 頁) を參照。
58) 『淡怨檔案』22609. 53「監生周其昌爲一日訟纍卽一日失業懇堂閱8案以究訟事 (中略) 正
堂朱批：已訊O堂諭」(吳密察上揭書第 23 册，154〜155頁)，『淡怨檔案』22609. 50「皂總
站堂役倪稟爲R飭傳到稟訊事」(吳密察上揭書第 23 册，152〜153 頁) を參照。なお，周
其昌のLは 22609. 51 や 22609. 52 で営べられている縣の裁よりに提出したのであろ
う。ただ，知縣の批語は，その裁の後に書かれたものである。
59) 『淡怨檔案』22609. 51「［堂諭］(將周春草笞責竝管押至供出訟師姓名方准開釋)」(吳密察上























(吳密察上揭書第 23 册，158〜159 頁) を參照。
63) 『淡怨檔案』22609. 58「站堂役倪稟爲管犯染病稟報電奪事」(吳密察上揭書第 23 册，159
頁) を參照。
64) 『淡怨檔案』22609. 59「周許氏爲久押絕食哀乞釋放以救家口而8老命事」(吳密察上揭書第
23 册，159〜160 頁) を參照。
65) 『淡怨檔案』22609. 60「［堂諭］(仍將周春草管押)」(吳密察上揭書第 23 册，160 頁)，『淡
怨檔案』22609. 61「［口供］(周春草之口供)」(同上，160〜161 頁) を參照。
66) 『淡怨檔案』22609. 62「［堂諭］(將周春草釋放)」(吳密察上揭書第 23 册，161 頁) を參照。
67) 『淡怨檔案』22609. 69「［批語］福円臺灣撫劉銘傳與臺北府知府劉勳等關於周許氏具吿周
玉樹霸呑公產一案之批語」(吳密察上揭書第 23 册，165〜166 頁) を參照。
68) 『淡怨檔案』22609. 64「臺北府正堂劉爲札飭事」(吳密察上揭書第 23 册，161〜162 頁)，
『淡怨檔案』22609. 65「周許氏爲强霸家業恃財賂壓泣乞親提縣卷拘集質訊究斷均分事」(同
上，162〜163 頁) を參照。
69) 『淡怨檔案』22609. 66「怨竹縣正堂方爲特飭傳訊事」(吳密察上揭書第 23 册，163 頁) を參
照。
70) 『淡怨檔案』22609. 67「周許氏爲冤沉數載無處可伸泣乞提集究斷剖分事」(吳密察上揭書第
23 册，163〜164 頁) を參照。
71) 『淡怨檔案』22609. 68「監生周其昌爲疊結疊a案無奈何乞恩嚴提園究以杜訟根事」(吳密察
上揭書第 23 册，164〜165頁) を參照。
72) 『淡怨檔案』22609. 70「皂總站堂役倪稟爲R飭傳到稟L提訊事」(吳密察上揭書第 23 册，
166 頁) を參照。
73) 『淡怨檔案』22609. 71「［堂諭］(仍著原處公親再勸若干爲周許氏贍養之{)」(吳密察上揭
書第 23 册，166〜167 頁)，『淡怨檔案』22609. 72「［口供］(周許氏等三人之口供)」(同上，
167 頁) を參照。
74) 『淡怨檔案』22609. 73「皂總頭役倪稟爲疊結疊a公親無人稟L電奪事」(吳密察上揭書第
23 册，167〜168 頁)，『淡怨檔案』22609. 74「［堂諭］(將周春草管押叧候詳辧)」(同上，
168頁) を參照。
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(1886) 年 1+ 23日，その妻の周楊氏は怨竹縣に周春草を釋放することを求め，周春草
は釋放された75)。2+ 2日，周其昌は，「周許氏が周春草に敎唆され，店に行き喧嘩した」
と縣に訴えた。方祖蔭は周其昌の訴えを卻下した76)。










(吳密察上揭書第 23 册，169〜170 頁) を參照。
76) 『淡怨檔案』22609. 77「監生周其昌爲疊結疊a案無奈何乞恩嚴提園究以杜訟根事」(吳密察
上揭書第 23 册，170 頁) を參照。
77) 『淡怨檔案』22609. 78「怨竹縣爲R札錄案詳銷事」(吳密察上揭書第 23 册，170〜173 頁)
を參照。
78) 『淡怨檔案』22609. 79「怨竹縣爲R札錄案詳銷事」(吳密察上揭書第 23 册，174 頁)，また
『淡怨檔案』22609. 81「怨竹縣爲R札錄案詳銷事」(同上，175〜176 頁) を參照。
79) 『淡怨檔案』22609. 80「周許氏爲均f貧富益寡襃多懇恩提釋公斷事」(吳密察上揭書第 23 册，
174〜175頁) を參照。
80) 『淡怨檔案』22609. 83「臺北府正堂雷爲錄批行知事」(吳密察上揭書第 23 册，176 頁) を參
照。
81) 『淡怨檔案』22609. 88「周許氏爲苦難度懇求被毆泣M塡驗秉公究斷事」(光緖 12年 7+ 3
日。吳密察上揭書第 23 册，178〜179 頁)，『淡怨檔案』22609. 93「周許氏爲怒抗霸慘屈
莫伸乞恩飭差提訊察辧斷分以免久霸事」(光緖 16 年 1 + 28 日。同上，181 頁)，『淡怨檔
案』22609. 95「周許氏爲怒抗霸慘屈無伸哀乞飭提訊斷究分以免抗霸事」(光緖 16年 2+
13日。同上，182〜183 頁)，『淡怨檔案』22609. 96「周許氏爲慘屈未伸不得不瀆事」(光緖
16年閏 2+ 8 日。同上，183 頁)，『淡怨檔案』22609. 97「周許氏爲金靈廢馳冤慘莫伸懇乞
嚴提訊究吊據分d而伸冤屈事」(光緖 16年 4+ 6日。同上，184 頁)，『淡怨檔案』22609.
98「周許氏爲冤抑無伸不已再瀆乞恩飭提訊究公斷事」(光緖 16 年 8 + 18 日。同上，
184〜185頁)，『淡怨檔案』22609. 99「周春草爲虎叔抗霸屈冤無伸乞准飭差拘傳訊斷以免强
霸事」(光緖 17年 9+ 3日。同上，185〜186 頁)，『淡怨檔案』22609. 99「周許氏爲抗霸O































85) 事例 1 が¦きた時は，まさに淸が臺灣北部に臺北府と怨竹縣を增設して淡水廳を廢止
したときである。淡水廳の廢止時點については，光緖 1 (1875) 年 (戴炎輝「淸代臺灣に
おける訴訟手續きについて――淡怨檔案を{料として」) と光緖 4 (1878) 年 (雲・
曾辰『怨竹縣志初稿』卷 1「光緖四年增設臺北府，淡怨分治」，1 頁) と光緖 5 (1879)
年 (『怨竹縣制度考』，「廢淡廳，置臺北府，系光緖五年」，臺北：臺灣銀行，1961年，1頁)
という 3 つの見解が存在する。しかし，『淡怨檔案』22505 番書から，淡水廳が光緖 4年
2+の末にかけて存在したことがわかる。22505. 1「呂標呂春爲f衛占葬骸¨無踪乞M飭差
押指d事 (中略) 候牒怨任臺北府核辦」(光緖 4年 2+ 29日)，また 22505. 2「呂標呂春
爲蒙批未辦乞M飭差d事」(光緖 4年 3+ 8 日に臺北府に宛てた) を參照。また『淡怨檔





『淡水廳志』，2〜3 頁，51 頁，また『怨竹縣采訪册』，2〜3 頁を參照) を管したため，光
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いるが，事例 2 から，怨竹縣は總督と撫に報吿せず，按察r司 (周許氏の欽差に提出し
た上を下げ渡した者) 以下の各上司に報吿したことがわかる。揭滋賀秀三『淸代中國
の法と裁』，29〜32 頁を參照。





たことがわかる。『淡怨檔案』22418. 67「臺北府怨竹縣爲錄案詳事」(光緖 7年 11+ 27
日)，22418. 69「［副詳批囘］(臺北府知府陳星聚批示怨竹縣知縣徐錫祉仍候撫岑毓英批
示)」(光緖 7年 12+ 2日)，『淡怨檔案』22418. 76「臺北府正堂陳爲傳飭事」(光緖 8 年 2
+ 8 日)，『淡怨檔案』22418. 77「臺北府正堂陳爲札飭事。札怨竹縣。欽加三品銜臺北府正
堂加一隨帶加八紀錄四b陳爲札飭事」(光緖 8 年 5 + 23 日)，『淡怨檔案』22418. 78
「臺北府正堂陳爲札飭事」(光緖 8 年 6+ 5 日) を參照。
｢官は官を庇う」か
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91) 英『嶽寶公牘』初集，「整頓關務聞O訟棍欲斂費上稟」(25〜26 頁) を參照。
92) 揭滋賀秀三『淸代中國の法と裁』，30 頁を參照。
93) 揭『福円省例』，「用詳用稟違$」(第 1册，2頁) を參照。
94) 揭『淡怨檔案』22609. 43「［批示］(福円分臺澎兵備劉璈批仰怨竹縣査案集訊秉公剖
斷詳L核奪)」を參照。






である96)。常恩が貴州省安順府と黎f府の知府だった (光 26年〜咸豐 1年) 時に書いた
語・吿示・書信が收錄されており，上に關する書が多數含まれている。とりわけ，






95) ｢縉紳8書 (光二十七年夏)」，「(貴州) 安順府，知府加一。常恩，滿洲廂白旗人，生員，
二十六年九+¢」(『淸代縉紳錄集成』第 18册，198頁) を參照。その書鯵によると，常恩は
戶部 (「農曹」) の勤務を經て，光 26 (1846) 年の春，欽差 (賽尙阿・周祖培) の隨員とし
て江南を視し，北京に歸った後に安順府の知府に任命され，光 27 (1847) 年 3+ 18
日に安順に着任し，光 27 (1847) 年の年末からの 1年閒，黎f府の知府を代行し，光
29 (1849) 年 3+，安順府に歸り，咸豐 1 (1851) 年 10+，母がoくなったために離任した
(「丁憂」)。『稀見淸知府檔』第 1 册，「河南河北長」(31〜34 頁)，「稟河南撫鄂」(34〜
37 頁)，「致京師親友入黔到任一切S形」(70〜72 頁)，「致楊星垣司馬」(301 頁)，「致京都
各友」(305頁)，『稀見淸知府檔』第 3册，「哀´者」(1193〜1194 頁) を參照。また『淸
µ稿』卷 390「周祖培 (中略) 二十六年，偕尙書賽尙阿査勘江南江防善後事宜，校閱江蘇，
安徽，江西營伍」(第 38册，11730 頁) や「內閣大庫檔案。光 27年 12+ 19日。X部。
移會稽察u貴州撫［喬用］奏黎f府等缺，査O安順府知府常恩等堪以w署」(中央硏究
院歷µ語言硏究9，http : //archive.ihp.sinica.edu.tw/mctkm2/index.html) を參照。
96) 『稀見淸知府檔』以外，常恩の書を出版した書物としては，『安順黎f府公牘』(『淸
法制µ料輯刊』第 1I 21〜23 册，北京：國家圖書館出版社，2008 年) がある。しかしな






點がある。者には 1348點の書 (書鯵 1035點，語 239 點，吿示 74 點) が8 14卷と
して收錄されているが，後者では者に收錄されている「光二十六年在京發黔省竝二十
七年到安順任稟信稿」という 1卷が拔けており，8 13卷として 1299 點の書 (書鯵 986
點，語 239 點，吿示 74 點) を收錄している。書の8貌を見るため，本稿は『稀見淸知
府檔』に基づき檢討する。
97) 書鯵の8については，附錄 1 を參照。
｢官は官を庇う」か
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99) 『縉紳8書 (光二十七年夏)』(揭『淸代縉紳錄集成』第 18册，196 頁) を參照。




102) 『縉紳8書 (光二十七年夏)』(揭『淸代縉紳錄集成』第 18册，196 頁) を參照。
103) 書鯵中では「埜」を「野」・「墅」と書いていることが見られる。
104) 『縉紳8書 (光二十七年夏)』(揭『淸代縉紳錄集成』第 18 册，198 頁)，「淸鎭縣
吳」(揭『稀見淸知府檔』第 1 册，114〜115頁)，また「署安順府胡」(揭『稀見
淸知府檔』第 3册，1336〜1337 頁) を參照。
105) ｢致首縣曹」(揭『稀見淸知府檔』第 1册，119〜122 頁) を參照。


























この紛爭がその後どのようになったのかは不詳であるが，常恩が光 28 (1848) 年 1
+ 6日に定番州の知州を「候補」している陳氏 (名は不，字は景溪) にった書信からは，
106) ｢定縣崇致首縣曹一函」(揭『稀見淸知府檔』第 1册，109〜111 頁) を參照。
107) ｢致淸鎭縣吳」(揭『稀見淸知府檔』第 1册，112〜114 頁) を參照。
108) 揭「淸鎭縣吳」(揭『稀見淸知府檔』第 1册，114〜115頁) を參照。
109) ｢致首府周」(揭『稀見淸知府檔』第 1册，115〜116 頁) を參照。
110) 『縉紳8書 (光二十七年夏)』(揭『淸代縉紳錄集成』第 18册，198頁)，また「致署
東」(揭『稀見淸知府檔』第 1册，118〜119 頁) を參照。




















112) ｢附陳景溪信後數語」(揭『稀見淸知府檔』第 3 册，1243 頁)，「致黔西州蔣綠汀，坐
補定番州陳景溪，邛水縣丞后花農，臬監印桂香谷，松桃廳李南映。同稿。賀年竝敍到任。
與同日發」(『稀見淸知府檔』第 3 册，1242〜1243 頁) を參照。「與同日發」の「」
は，「致安順提臺各營員謝竝賀年禧。正+初六日发，外封填腊+廿日 (後略)」(揭『稀
見淸知府檔』第 3册，1237〜1238頁を參照) である。
113) 書鯵の8について，附錄 2 を參照。
114) 不詳であるが，陳氏の「字」から，事例 3に登場した定番州の知州であるのがわかる。
115) 不詳であるが，靈阿らであろう。
116) ｢致永甯州陳」(揭『稀見淸知府檔』第 2册，717 頁) を參照。
117) 不詳であるが，常恩が布政rに報吿を出したことから，靈阿は布政r司に上したので
あろう。
118) ｢附藩臺稟」(光 30年 1+ 26日，揭『稀見淸知府檔』第 3 册，883〜884 頁) を參




119) ｢附首府信後」(揭『稀見淸知府檔』第 3 册，884 頁)，また「養馬寨之案，現在唆
之吳永壽王英等經■，養馬寨內不#倚衆冀圖分肥而已，竝無他故。除飭%各該管州縣嚴
拏外，仰自行懸賞e線密緝，務■獲辧，以儆刁頑。知闊厲念」(揭『稀見淸知府
檔』第 3 册，882 頁) を參照。者に見える「首府の信」は「致謝首府王」(揭『稀見淸




























120) ｢致永甯州陳」(揭『稀見淸知府檔』第 3册，925頁) を參照。
121) ｢致鎭甯州石」(揭『稀見淸知府檔』第 3册，903 頁) を參照。
122) ｢致首府王」(揭『稀見淸知府檔』第 3册，935頁) を參照。
123) ｢復首府王」(揭『稀見淸知府檔』第 3册，939〜940 頁) を參照。
124) ｢致首府王」(揭『稀見淸知府檔』第 3册，967 頁) を參照。
125) ｢復首府王」(揭『稀見淸知府檔』第 3 册，978頁)，「致首府王」(揭『稀見淸知府
檔』第 3册，979〜980 頁)，「復首府王」(揭『稀見淸知府檔』第 3册，981 頁) を參
照。
126) 『Ê秩8覽 (咸豐元年夏)』(揭『淸代縉紳錄集成』第 20 册，159 頁) を參照。






















128) ｢復首府」(揭『稀見淸知府檔』第 3册，1016 頁)，「復首府」(同上，1019 頁)，「致首
府王」(同上，1039〜1040 頁) を參照。






130) ｢致首府王」(揭『稀見淸知府檔』第 3 册，1073 頁) を參照。この書鯵をった時閒
は不であるが，そのに置かれている「復R義府佛」(同上，1071〜1072 頁) に「六+
十二日」と書かかれていることから，同日かその後すぐにったものであろう。
131) 揭「稟藩憲」(揭『稀見淸知府檔』第 3册，1087〜1088頁) を參照。
132) ｢復首府王」(揭『稀見淸知府檔』第 3册，1088頁) を參照。
133) 確證はないが，事例 3 は恐らく常恩が光 27 (1847) 年末に黎f府に左された理由で
あろう。當時，地方官が上されたために左されることがよくあった。一例を擧げれば，
廣東廣寧縣の知縣だった杜鳳治は同治 6 (1867) 年の³稅をめぐる上の影'をけ，同
省の四會縣に左された (邱捷「知縣與地方士紳合作與沖突」を參照)。また，事例 4か
らは，常恩が危うく彈云されるところだったことがわかる。
東 方 學 報
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僚 (例えば，事例 4 に見える布政r) にも審理を擔當している官僚 (例えば，事例 3 に見える
貴陽府知府と淸鎭縣知縣，また事例 4 に見える貴陽府知府) にも書信をったことがわかる。
一方，裁に當たる官僚たちが原審官である常恩にC信したこともよく見られた。その
目は，後者を說得し被吿の呼び出しに協力させること (事例 3 に見える布政rが貴東を




136) 揭「致首府周 (中略) 除叧備公函，竝具稟藩憲外 (後略)」(揭『稀見淸知府檔』第



















































141) 吳吉7『淸代地方政府司法職能硏究』(184〜202 頁) を參照。本稿でÛうµ料はすべて分
に關するものであるが，會典が「分守分」と呼ぶため，本稿は「分守分」と
呼ぶ。『欽定大淸會典』卷 4，「總督撫分其治於布政司，於按察司，於分守分 (中略)

















官僚の際關係が擧げられる。事例 3・事例 4 からは，貴東は安順府を管しないが，
貴東と安順府の知府とが上をめぐって書信をしばしばª復させていたことが窺われ









144) 例えば，19 世紀中葉から，外 (洋務) が分蘇松太兵備 (上海) の重な仕事に
なった。梁元生『上海臺硏究――轉變社會中之聯係人物：1843〜1890』，21 頁を參照。
145) 『淸µ稿』卷 75「安順府，衝，繁，難。舊隸貴西」(9 册，2354 頁) を參照












↗148) 曾國藩「直隸淸訟事宜十條 (中略) 第二條保定府發審局宜首先整頓」(±士浚『皇經世











續I』卷 16，第 1册，498〜499 頁) を參照。
↘












城の發審局に勤めており，淸鎭縣に歸り案件 (光 27年 9+，駱家橋稅關の役人たちに對
する傷±事件) の取wを指示したことがわかる。「復淸鎭縣吳」(揭『稀見淸知府檔』




金局などの機もある。Philip Yuen-sang Leung. Crisis Management and Institutional
Reform : The Expectant Officials in the Late Qing. Dragons, Tigers, and Dogs : Qing Crisis
Management and the Boundaries of State Power in Late Imperial China. edited by Robert J.







卽結者，窮年纍+，人民且求死而不得也」(第 3 册，977 頁)，また世臣『安吳四種』，
「與b兄論讞獄書 (中略) 我走#多省，見讞局中能員坐堂，但聞問官亂喝亂叫，先敎供後@


























錢糧一案看語 (中略) 是否允協，理合解詳，候憲臺會核」(第 1 册，1-a〜4-a頁) を參照。








20年 6+) 廿四日 (7+ 22日) 卯刻鳳守豫泰星階見，以郿縣抽炭毆衿一案牽涉營辨，不
能取供，稟L提省，雖g在愼重，亦未免推卸取巧。且此端一開，府案紛紛L提，尤非政體，
談b卽婉卻之 (後略)」(81 頁)，同「(光 20年 7+) 初一日 (7+ 29日) 寅正詣行
香，咸甯隨至院。知郿縣ë峪關陳千總上中丞稟，自以法繩縳秀才於，豫守爲某秀才師，
g在袒護，L提省審辧，大勢已決裂，非據實辧理不能了，兩敗俱傷，無9爲姑息也 (後
略)」(84 頁)，「(光 20年 7+) 初三日 (7+ 31日) 卯刻奉院批發郿縣千總陳貴等^廩
生王應泰一案，飭司提省審辧。秀才事不干己，輒出頭歛費刻碑，洵屬不安本分，至以兵丁
























豫守訊供時特喚至花廳面詢，印何能折ï辨兵之心耶 (後略)」(84〜85頁)，「(光 20年 8
+) 廿三日 (9+ 18 日) 卯正¦。首府來復，西Á違縣丞無他好，郿縣案兩}已O眉目不
難了 (後略)」(98頁)，「(光 20年 8+) 廿五日 (9+ 20日) 卯正¦。首府以b見，具
郿縣抽炭案可了，邑姚洽，保安海齡，紫陽吳純各領飭知赴任，竝以李西園9寄某人書言
邑車行差費姚令携ª辧，大0仍照舊，三¡幇費八百少增，二千少減，卽可經久
(後略)」(99 頁)，「(光 20年 8+) 廿六日 (9+ 21日) 卯正¦。首府來遞郿縣抽炭供7
(後略)」(100 頁)，「(光 20年 10+) 十九日 (11+ 12日) 卯刻¦。#蘇溪署會審郿縣抽
炭案，陳千總貴人壯實，惜以失察去官，革兵張盛S凶勢悍，<擬杖徒尙輕縱，廩生王應泰
不安本分，自取毆辱，斥革不足惜 (後略)」(124 頁)，「(光 20 年 10 +) 廿七日 (11 +
20日) (中略) 紫田侍者得女，頗以多瓦不歡，卽ª賀之，談%郿縣ë峪關兵役張s如照威
力制縳律止杖，今擬徒自以兵丁恃强滋事，須重示戒也 (後略)」(126 頁) を參照。
↘
159) ｢縉紳8書 (光 20年冬)」，「(陝西) 西安府，知府加一。貴麟，滿洲廂黃旗人。軍功。
十六年九+¢」(揭『淸代縉紳錄集成』第 15册，350 頁) を參照。
｢官は官を庇う」か
247 〔304〕






























A. Kuhn, Soulstealers : the Chinese sorcery scare of 1768, Harvard University Press, 1990,
pp. 197〜pp. 201.




見。知府敢不í絮聒，再爲我憲臺陳之 (後略)」(『官箴書集成』第 10 册，553 頁) を參照。





























































Philip A. Kuhn, Soulstealers : the Chinese sorcery scare of 1768, Harvard University Press, 1990.
(2) 論
戴炎輝「淸代臺灣における訴訟手續きについて――淡怨檔案を{料として」，『國家學會雜誌』第 81
卷第 3・4號，1968 年，117〜131 頁。
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Philip Yuen-sang Leung. CrisisManagement and Institutional Reform : The Expectant Officials in the
Late Qing. Dragons, Tigers, and Dogs : Qing Crisis Management and the Boundaries of State
Power in Late Imperial China. edited by Robert J. Antony, Jane Kate Leonard. Cornell




































































































(光 28 年 1+ 6日。『稀見淸知府檔』第 3册，1243 頁)
再者安順鹽案深費淸心，五中感紉，惟O永矢弗諼而已。
附錄 2：光 30〜咸豐 1年に貴州省安順府で	きた差役の收賄をめぐる案件
(宜上，內容に應じて段落に分ける)
µ料 9：致永甯州陳。




同稿。賀年竝敍到任。與同日發」(『稀見淸知府檔』第 3 册，1242〜1243 頁) を參照。
「與同日發」の「」は，「致安順提臺各營員謝竝賀年禧。正+初六日发，外封填腊+

































165) この書信は目錄では「致謝首府王」(揭『稀見淸知府檔』第 3 册，884 頁) の附錄と
して書かれているが，實は「謝撫藩臺留飯稟」(揭『稀見淸知府檔』第 3 册，883 頁)
の後に綴じられている。
東 方 學 報
240〔311〕
µ料 15：復首府王。































































東 方 學 報
238〔313〕
µ料 26：稟藩憲。
(時點不。『稀見淸知府檔』第 3册，1087〜1088頁)
稟訪聞府役¤高O向靈阿等嚇詐銀兩，訊V繳，L一P解省審辧由。敬稟者。竊照卑屬永甯州
民人吳炳壽等與苗民靈阿等互爭養馬寨莊業一案，據奉撫憲批飭卑府會同永甯州提訊，當行據永甯
州將被吿靈阿，靈阿跳等提解到府，取保在店候訊，竝措府役¤高看守。旋經［旋丁]166) 卑府訪得
¤高O向靈阿等勒索■銀三十餘兩之事，當卽提訊屬實，將贓V給靈阿等領囘。正在詳辧閒，復
據兩}赴省上瀆，奉批提省審辧。合將該役¤高一P申解，聽候憲臺委員訊究，實爲公。爲此具稟。
恭L憲臺伏乞垂鑒。
µ料 27：復首府王。
(時點不。『稀見淸知府檔』第 3册，1088頁)
頃奉來椷，備聆一是。惟以弟被云之擧，謬荷廉，感愧之至。9O¤高一案，茲已R諭照稟矣。
種種關垂，惟O謹錫心版，永矢弗諼而已。承此鳴謝，敬L升安。不一。
附^稟函一扣，祈閱後飭役代投爲荷。
166) ｢旋丁」二字の上に小さいな墨の點がある。そのg味は不である。
｢官は官を庇う」か
237 〔314〕
